
  

様式第２号の１－①【⑴実務経験のある教員等による授業科目の配置】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の１

－②を用いること。 
 

学校名 埼玉県立大学 
設置者名 公立大学法人埼玉県立大学 

 

 

１．「実務経験のある教員等による授業科目」の数 

学部名 学科名 

夜間･

通信

制の

場合 

実務経験のある 

教員等による 

授業科目の単位数 

省令

で定

める

基準

単位

数 

配

置

困

難 
全学

共通

科目 

学部

等 

共通

科目 

専門

科目 
合計 

保健医療福祉学

部 

看護学科 
夜 ・

通信 

21 0 

22 43 13  

理学療法学科 
夜 ・

通信 
29 50 13  

作業療法学科 
夜 ・

通信 
28 49 13  

社会福祉子ども

学科 

夜 ・

通信 
12 33 13  

健康開発学科 
夜 ・

通信 
7 28 13  

（備考） 

 

 

２．「実務経験のある教員等による授業科目」の一覧表の公表方法 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/life/syllabus/ 

 

 

３．要件を満たすことが困難である学部等 
学部等名 該当なし 

（困難である理由） 

 

  



  

様式第２号の２－①【⑵-①学外者である理事の複数配置】 
 
※ 国立大学法人・独立行政法人国立高等専門学校機構・公立大学法人・学校法人・準学校

法人は、この様式を用いること。これら以外の設置者は、様式第２号の２－②を用いる

こと。 
 

学校名 埼玉県立大学 
設置者名 公立大学法人埼玉県立大学 

 

 

１．理事（役員）名簿の公表方法 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid246.html 

 

 

２．学外者である理事の一覧表 

常勤・非常勤の別 前職又は現職 任期 
担当する職務内容 

や期待する役割 

非常勤理事 
元内閣府男女共同参画

局長 

2026.4.1～ 

2028.3.31 

期待する役割： 

幅広い見識 

非常勤理事 
富士倉庫運輸株式会社 

取締役会長 

2026.4.1～ 

2028.3.31 

期待する役割： 

経営関係 

（備考） 

 

  



  

様式第２号の３【⑶厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表】 

 
学校名 埼玉県立大学 
設置者名 公立大学法人埼玉県立大学 

 

 

○厳格かつ適正な成績管理の実施及び公表の概要 

１．授業科目について、授業の方法及び内容、到達目標、成績評価の方法

や基準その他の事項を記載した授業計画書(シラバス)を作成し、公表し

ていること。 
（授業計画書の作成・公表に係る取組の概要） 

・シラバスの作成スケジュール（2025年度） 

①2025 年 12月   教員向けに 2026年度シラバスの作成依頼 

②2026 年 3月中旬 2026年度シラバス作成完了 

③2026 年 4月   2026年度シラバスデータをインターネットにより外部公開 

 

・教員に作成を依頼するにあたり、マニュアルを配布している。 

当該マニュアルでは注意事項や改善事項を表記し、毎年度シラバスの見直しを図って

いる。 

授業計画書の公表方法 

ホームページに掲載 

https://portal.spu.ac.jp/car/student/jugyo/A02SyllabusP

rint.do 

ログイン ID：guest 

パスワード：guestuser 

２．学修意欲の把握、試験やレポート、卒業論文などの適切な方法により、

学修成果を厳格かつ適正に評価して単位を与え、又は、履修を認定して

いること。 
（授業科目の学修成果の評価に係る取組の概要） 

・ 本学では履修規程により、成績評価の基準を以下のように定めている。授業科目

の成績評価は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの評語をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合

格とする。 

・ 教員は、各科目のシラバスに記載されている評価方法により成績評価を行う。 

・ 本学では、成績に関する確認制度を設けており、通知された成績がシラバスの評

価方法と大きく異なると想定される場合などは、学生から教員に対して確認を行うこ

とができる。 



  

３．成績評価において、ＧＰＡ等の客観的な指標を設定し、公表するとと

もに、成績の分布状況の把握をはじめ、適切に実施していること。 
（客観的な指標の設定・公表及び成績評価の適切な実施に係る取組の概要） 

・本学では「ＧＰＡ制度に関する要綱」を定め、平成２８年度入学生からＧＰＡを導

入している。成績の評価に対するグレード・ポイント （ＧＰ）及び算出方法は次の表

のとおり。 

 

客観的な指標の 

算出方法の公表方法 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/life/certification/ 

４．卒業の認定に関する方針を定め、公表するとともに、適切に実施して

いること。 
（卒業の認定方針の策定・公表・適切な実施に係る取組の概要） 

・以下のディプロマ・ポリシーを定めている。 

【卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の学則に定めた所定の単位を修得し、教育目標に到達したと判断できる者に学

位を授与します。具体的には、以下の点について、講義や演習・実習等を通じた学修

成果に基づき総合的に判断します。 

１ 保健医療福祉の分野において重要である、対象者の多角的な理解ができるととも

に、高い倫理観を備えていること。 

２ 日常の社会生活において、客観的かつ批判的な思考(critical thinking)を身に

付けていること。 

３ 場面に応じた適切な判断力や、多面的な視点からの課題へのアプローチ等、様々

な課題に対応することのできる専門的かつ総合的な視点を備えていること。 

４ 多様な人々とコミュニケーションを図りながら連携することができ、ライフステ

ージに応じた人々の健康と生活を統合的に支える活動に取り組めること。 

５ 国際的な視野をもちながら、地域における保健医療福祉の諸問題への持続的な取

組みができること。 

 

・卒業の認定においては、学則に以下のとおり定めている。 

第６７条 学長は本学学部に４年（第５５条から第５８条までの規定に基づき入学し

た者については、第５９条の規定により定められた修業年限）以上在学し、かつ、 所

定の授業科目を履修した者で、１２８単位以上修得した者については、卒業を認定す

る。 

 

・毎年度、学科会議及び学部教授会において学則に記載されている卒業認定要件を満

たし、ディプロマ・ポリシーを達成していることを確認のうえ、卒業を認定している。 

卒業の認定に関する 

方針の公表方法 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/academics/tabid335.html 

成績評価に対するＧＰ 
成績評価 ＧＰ 

Ｓ ４ 

Ａ ３ 

Ｂ ２ 

Ｃ １ 

Ｄ ０ 

 

算出方法 
 
GPA＝ 
(授業科目の単位数×当該授業科目のＧＰ)の合計 

履修登録した授業科目の単位数の合計 
 
※原則全ての授業科目を対象 



  

様式第２号の４－①【⑷財務・経営情報の公表(大学・短期大学・高等専門学校)】 
 
※大学・短期大学・高等専門学校は、この様式を用いること。専門学校は、様式第２号の４

－②を用いること。 

学校名 埼玉県立大学 

設置者名 公立大学法人埼玉県立大学 

 

 

１．財務諸表等 
財務諸表等 公表方法 

貸借対照表 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid247.html 
収支計算書又は損益計算

書 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid247.html 
財産目録 － 

事業報告書 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid247.html 

監事による監査報告（書） 
ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid247.html 
 

 

２．事業計画（任意記載事項） 

単年度計画（名称：業務運営に関する計画     対象年度：2022年度） 

公表方法：ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid240.html 

中長期計画 

（名称：公立大学法人埼玉県立大学 第３期中期計画 対象年度：2022年度～2027年度） 

公表方法：ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/tabid240.html 

 

 

３．教育活動に係る情報 

（１）自己点検・評価の結果 

公表方法： 

 

 

（２）認証評価の結果（任意記載事項） 
公表方法：ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/disclosure/evaluation/ 

 

  



  

（３）学校教育法施行規則第 172条の２第 1 項に掲げる情報の概要 

 

①教育研究上の目的、卒業又は修了の認定に関する方針、教育課程の編成及び実

施に関する方針、入学者の受入れに関する方針の概要 
学部等名 保健医療福祉学部 

教育研究上の目的 

（公表方法：ホームページに掲載：https://www.spu.ac.jp/about/idea/） 

（概要）学則に以下のとおり定めている。 

第４条 学部は、現代社会を構成する市民としての豊かな教養、確かな倫理観と人間観を

基盤に、保健医療福祉分野における専門的な知識と技術とともに多職種との連携と協働に

必要な能力をもって、人々の健康と生活を統合的に支え共生社会に貢献できる人材を育成

することを目的とする。 

卒業又は修了の認定に関する方針 

（公表方法：ホームページに掲載：https://www.spu.ac.jp/academics/tabid335.html） 

（概要）【卒業認定・学位授与の方針（ディプロマ・ポリシー）】 

本学の学則に定めた所定の単位を修得し、教育目標に到達したと判断できる者に学位を授

与します。具体的には、以下の点について、講義や演習・実習等を通じた学修成果に基づ

き総合的に判断します。 

１ 保健医療福祉の分野において重要である、対象者の多角的な理解ができるとともに、

高い倫理観を備えていること。 

２ 日常の社会生活において、客観的かつ批判的な思考(critical thinking)を身に付けて

いること。 

３ 場面に応じた適切な判断力や、多面的な視点からの課題へのアプローチ等、様々な課

題に対応することのできる専門的かつ総合的な視点を備えていること。 

４ 多様な人々とコミュニケーションを図りながら連携することができ、ライフステージ

に応じた人々の健康と生活を統合的に支える活動に取り組めること。 

５ 国際的な視野をもちながら、地域における保健医療福祉の諸問題への持続的な取組み

ができること。 

教育課程の編成及び実施に関する方針 

（公表方法：ホームページに掲載：https://www.spu.ac.jp/academics/tabid335.html） 

（概要）【教育課程編成・実施の方針（カリキュラム・ポリシー）】 

教育目標の到達を目指す学修を可能とするため、以下の考え方のもとにカリキュラムを構

成します。 

１ 共通教育に関する科目は、豊かな人間性と創造力に富む知性の涵養を可能とし、保健

医療福祉の領域における多様な実践を行うための基盤となる能力を修得するために、初年

次科目、IPE科目、教養科目から構成されるカリキュラムを編成します。その際には、リテ

ラシーの獲得から教養教育と専門教育への展開につながるプロセスを明示します。 

２ 受講すべき科目に順次性や階層性を持たせることや選択の幅を広げることによって、

継続的に探究することや主体的な学修ができるようにします。 

３ 専門教育に関する科目は、学位（学科・専攻）ごとに特色ある体系的編成としつつ、

同時に学科に関わらず履修できる科目を配置します。 

４ 学部として共通に学ぶことと、それぞれの専門分野で学ぶことを有機的に結びつけた

カリキュラムとします。特に、専門職連携(Interprofessional Work: lPW)の科目について

は、各年次に配置し、連続性と階層性を明示します。 

５ 国際的な視野をもちながら、地域における保健医療福祉の諸問題への継続的な取組み

を可能とする科目を配置します。 

学生がこのカリキュラム・ポリシーの意義を確認しながら履修できるよう、カリキュラム

の全体像と順次性・階層性について明示します。 



  

入学者の受入れに関する方針 

（公表方法：ホームページに掲載：https://www.spu.ac.jp/academics/tabid335.html） 

（概要）【入学者受入れの方針（アドミッション・ポリシー）】 

本学は、共生社会に貢献できる人材を育成するため、豊かな人間性、創造力に富む知性、

高い専門性と連携力、国際性と地域性に基づく協働力の涵養を教育目標とする本学のカリ

キュラムの学修に必要とされる基本的な能力と保健医療福祉分野において活躍しようとす

る意志を以下のとおり捉え、それらを備えている人々を受け入れます。 

１ 高い専門的知識、技術の修得に必要な基礎的学力 

２ 保健医療福祉の分野における学術的探究や実践的活動に取り組む意欲 

３ 多様な人々と関わり合うことのできる基本的なコミュニケーション能力 

本学はこれらを学力試験、小論文、面接試験等を通して総合的に判断し、保健医療福祉の

様々な専門分野で活躍するための出発点に立つにふさわしい向上心をもった人々に、広く

門戸を開きます。 

 

 

②教育研究上の基本組織に関すること 
公表方法：ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/organization/ 

 

  



  

③教員組織、教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 

a.教員数（本務者） 

学部等の組織の名称 
学長・ 

副学長 
教授 准教授 講師 助教 

助手 

その他 
計 

－ ３人 － ３人 

保健医療福祉学部 － ４９人 ７６人 ０人 ３３人 ０人 １５８人 

保健医療福祉学研究科 － １人 ０人 ０人 ０人 ０人 １人 

その他 － ２人 １人 ０人 ３人 ０人 ６人 

b.教員数（兼務者） 

学長・副学長 学長・副学長以外の教員 計 

 

人 １１３人 １１３人 

各教員の有する学位及び業績 

（教員データベース等） 

公表方法：ホームページに掲載  

https://www.spu.ac.jp/academics/db/ 

c.ＦＤ（ファカルティ・ディベロップメント）の状況（任意記載事項） 
 

 

 

 

④入学者の数、収容定員及び在学する学生の数、卒業又は修了した者の数並びに

進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関すること 
a.入学者の数、収容定員、在学する学生の数等 

学部等名 
入学定員 

（a） 

入学者数 

（b） 

b/a 収容定員 

（c） 

在学生数 

（d） 

d/c 編入学 

定員 

編入学 

者数 

保健医療福祉

学部 395人 403人 102％ 1,590人 1,622人 102％ 5人 2人 

 人 人 ％ 人 人 ％ 人 人 

合計 395人 403人 102％ 1,590人 1,622人 102％ 5人 2人 

（備考） 

 

 

b.卒業者数・修了者数、進学者数、就職者数 

学部等名 

 

卒業者数・修了者数 進学者数 
就職者数 

（自営業を含む。） 
その他 

保健医療福祉

学部 

405人 

（100％） 

26人 

（6.4％） 

373人 

（92.1％） 

6人 

（1.5％） 

合計 
405人 

（100％） 

26人 

（6.4％） 

373人 

（92.1％） 

6人 

（1.5％） 

（主な進学先・就職先）（任意記載事項） 

①埼玉県立病院 24人 

②自治医科大学附属さいたま医療センター 12人 

③獨協医科大学埼玉医療センター 9人 

④さいたま赤十字病院 7人 

（備考） 



  

 

c.修業年限期間内に卒業又は修了する学生の割合、留年者数、中途退学者数（任意記載

事項） 

学部等名 

 

入学者数 
修業年限期間内 

卒業・修了者数 
留年者数 中途退学者数 その他 

保健医療福祉

学部 

405人 

（100％） 

377人 

（  93％） 

16人 

（  4％） 

12人 

（  3％） 

0人 

（  0％） 

 
人 

（100％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

人 

（  ％） 

合計 
405人 

（100％） 

377人 

（  93％） 

16人 

（  4％） 

12人 

（  3％） 

0人 

（  0％） 

（備考） 

 

 

⑤授業科目、授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
（概要） 

・授業科目、授業の方法及び内容等が記載された授業計画（シラバス）を作成し、広く公表し

ている。 

・シラバスの作成スケジュール（2025年度） 

①2025年 12月   教員向けに 2026年度シラバスの作成依頼 

②2026年 3月中旬 2026年度シラバス作成完了 

③2026年 4月   2026年度シラバスデータをインターネットにより外部公開 

・教員に作成を依頼するにあたり、マニュアルを配布している。 

当該マニュアルでは注意事項や改善事項を表記し、毎年度シラバスの見直しを図っている。 

 

 

⑥学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
（概要） 

・本学では履修規程により、成績評価の基準を以下のように定めている。授業科目の成績評価

は、Ｓ、Ａ、Ｂ、Ｃ及びＤの評語をもって表し、Ｓ、Ａ、Ｂ及びＣを合格とする。 

・教員は、各科目のシラバスに記載されている評価方法により成績評価を行う。本学では、成

績に関する確認制度を設けており、通知された成績がシラバスの評価方法と大きく異なると想

定される場合などは、学生から教員に対して確認を行うことができる。 

 

・卒業の認定においては、学則に以下のとおり定めている。 

第６７条 学長は本学学部に４年（第５５条から第５８条までの規定に基づき入学した者につ

いては、第５９条の規定により定められた修業年限）以上在学し、かつ、 所定の授業科目を

履修した者で、１２８単位以上修得した者については、卒業を認定する。 

・毎年度、学科会議及び学部教授会において学則に記載されている卒業認定要件を満たし、

ディプロマ・ポリシーを達成していることを確認のうえ、卒業を認定している。 

学部名 学科名 
卒業又は修了に必要

となる単位数 

ＧＰＡ制度の採用 

（任意記載事項） 

履修単位の登録上限 

（任意記載事項） 

保健医療福祉学部 

看護学科 128単位 ㊒・無 単位 

理学療法学科 128単位 ㊒・無 単位 

作業療法学科 128単位 ㊒・無 単位 

社会福祉子ども学科 128単位 ㊒・無 単位 

健康開発学科 128単位 ㊒・無 
（健康情報学専攻） 

46単位 



  

ＧＰＡの活用状況（任意記載事項） 公表方法： 

学生の学修状況に係る参考情報 

（任意記載事項） 
公表方法： 

 

 

⑦校地、校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
公表方法：ホームページに掲載 

https://www.spu.ac.jp/about/campus/ 

https://www.spu.ac.jp/about/organization/ 

 

  



  

 

⑧授業料、入学金その他の大学等が徴収する費用に関すること 

学部名 学科名 
授業料 

（年間） 
入学金 その他 備考（任意記載事項） 

保健医療

福祉学部 

看護学科 621,000円 
県内 211,500円 

県外 423,000円 
－円  

理学療法学科 621,000円 
県内 211,500円 

県外 423,000円 
－円  

作業療法学科 621,000円 
県内 211,500円 

県外 423,000円 
－円 

 

社会福祉 

子ども学科 
621,000円 

県内 211,500円 

県外 423,000円 
－円 

 

健康開発学科 621,000円 
県内 211,500円 

県外 423,000円 
－円 

 

 

 

⑨大学等が行う学生の修学、進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
a.学生の修学に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生担任制度 

・オフィスアワー制度 

・学年間交流 

b.進路選択に係る支援に関する取組 

（概要） 

・学生担任制度 

・就職ガイダンス 

・学年間交流 

・キャリアコンサルタントによるキャリア相談 

c.学生の心身の健康等に係る支援に関する取組 

（概要） 

・健康相談 

・臨床心理士によるカウンセリング 

 

 

 

⑩教育研究活動等の状況についての情報の公表の方法 
公表方法：ホームページに掲載 

 https://www.spu.ac.jp/academics/db/ 

 備考 この用紙の大きさは、日本産業規格Ａ４とする。 
 

 



（別紙）

※ この別紙は、更新確認申請書を提出する場合に提出すること。

※

１．前年度の授業料等減免対象者及び給付奨学生の数

※

※ 備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

合計（年間）

以下に掲げる人数を記載すべき全ての欄（合計欄を含む。）について、該当する人数が1人以上10人以下の場合には、
当該欄に「－」を記載すること。該当する人数が0人の場合には、「0人」と記載すること。

本表において、多子世帯とは大学等における修学の支援に関する法律（令和元年法律第８号）第４条第２項第
１号に掲げる授業料等減免対象者をいい、第Ⅰ区分、第Ⅱ区分、第Ⅲ区分、第Ⅳ区分（理工農）とは、それぞ
れ大学等における修学の支援に関する法律施行令（令和元年政令第４９号）第２条第１項第２号イ～ニに掲げ
る区分をいう。

年間

423人（　285）人

後半期

400人（　　　272）人

77人

51人

学校名（〇〇大学 等）

設置者名（学校法人〇〇学園 等）

埼玉県立大学

公立大学法人埼玉県立大学

前半期

支援対象者数
※括弧内は多子世帯の学生（内数）

※家計急変による者を除く。
410人（　　273）人

83人第Ⅰ区分

学校コード（13桁） F111210101952

（備考）

40人 53人

内
訳

第Ⅲ区分 47人 33人

（うち多子世帯） （　　　　　　14人） （　　　　　　－人）

（うち多子世帯） （　　　　　　－人） （　　　　　　13人）

第Ⅱ区分

58人第Ⅳ区分（多子世帯）

（うち多子世帯） （　　　　　　－人） （　　　　　　－人）

0人 0人

区分外（多子世帯） 182人 186人

第Ⅳ区分（理工農）

第Ⅳ区分（理工農）は対象外

家計急変による
支援対象者（年間）

2人（　　　0）人

425人（　　　285）人



年間 前半期 後半期

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

３月以上の停学 0人

年間計 0人

上記の（２）のうち、学業成績が著しく不良であると認められる者であって、当該学業成績が著しく不良である
ことについて災害、傷病その他やむを得ない事由があると認められず、遡って認定の効力を失った者の数

右以外の大学等
短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻科を含む。）、高
等専門学校（認定専攻科を含む。）及び専門学校（修業年限が２年以
下のものに限る。）

―人 人 人

5人 人 人

人 人

0人 人 人

退学 0人

２．前年度に授業料等減免対象者としての認定の取消しを受けた者及び給付奨学生認定の取消しを受けた者
の数

（１）偽りその他不正の手段により授業料等減免又は学資支給金の支給を受けたことにより認定の取消しを
受けた者の数

（備考）

（備考）

修業年限で卒業又は修了できないことが確定

修得単位数が「廃止」の基準に該当

出席率が「廃止」の基準に該当又は学修意欲
が著しく低い状況

―人 人 人

―人 人 人

「警告」の区分に連続して該当
※「停止」となった場合を除く。

（３）退学又は停学（期間の定めのないもの又は３月以上の期間のものに限る。）の処分を受けたことによ
り認定の取消しを受けた者の数

計

5人

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、学業成績が廃止の区分に該当したことにより認定の取消し
を受けた者の数

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

右以外の大学等

後半期

年間 0人

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

前半期年間



※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

４．適格認定における学業成績の判定の結果、警告を受けた者の数

※備考欄は、特記事項がある場合に記載すること。

（２）適格認定における学業成績の判定の結果、停止を受けた者の数

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

ＧＰＡ等が下位４分の１ ―人 人 人

計 18人 人 人

出席率が「警告」の基準に該当又は学修意欲
が低い状況

―人 人 人

（備考）

修得単位数が「警告」の基準に該当 0人 人 人

ＧＰＡ等が下位４分の１ ―人 人 人

右以外の大学等

短期大学（修業年限が２年のものに限り、認定専攻
科を含む。）、高等専門学校（認定専攻科を含
む。）及び専門学校（修業年限が２年以下のものに
限る。）

年間 前半期 後半期

訓告 0人

年間計 0人

３．前年度に授業料等減免対象者としての認定の効力の停止を受けた者及び給付奨学生認定の効力の停止を
受けた者の数

３月未満の停学 0人

（備考）

（１）停学（３月未満の期間のものに限る。）又は訓告の処分を受けたことにより認定の効力の停止を受け
た者の数
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